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⚫ インターンシップ参加の動機 

将来、海外で働きたいと考えているので、インターンシップを通じて海外で働く雰囲気を味わいたい

と思い、参加しました。 

 

⚫ インターンシップ内容 

兵庫県の紹介サイトの邦訳や兵庫県のツアープランの作成を中心に、兵庫の魅力を PRする Instagram

の投稿、sakeセミナーへの参加、日本酒に関するマーケティングも行いました。邦訳は兵庫県ワシント

ン州事務所（HBCC）のホームページ改編に伴う日本語版の作成を行いました。また、ツアープランの作

製ではアメリカの大学生向けに歴史や文化、環境などに焦点をあて、3泊 4日と 5泊 6日の案をパワー

ポイントで作成しました。Instagramの投稿ではワシントン州に住む方へ兵庫県の季節毎の魅力を伝え

るべく毎週、パワーポイントで作成し、投稿しました。オンラインで実施された sakeセミナーでは英

語で酒造りについて学びました。 

    

 

⚫ 学んだこと、得たこと 

インターンシップの経験は初めてだったのですが、ミーティングや Slackでは想像していたよりも堅

苦しくなく、とてもフレンドリーな雰囲気でした。海外で働くにはパーソナルタッチがとても大切だと

学びました。 

 

 

 

 

 

 

 



⚫ 印象に残ったこと 

sakeセミナーには 70人ほどの外国人が参加しており、皆さんが積極的に日本酒について質問してい

たことが印象に残っています。日本酒に関心のある外国人は多いのだなと感じたと共に、日本と違って

気になったことはどんどん質問していく風潮があるのだと分かりました。 

 

⚫ 苦労したこと 

アメリカとの時差の関係で、インターンシップは朝早くから始まったので慣れるまで辛かったです。

また、主なコミュニケーションツールが slackだけだったので、思っていることを伝えるのに苦労しま

した。 

 

⚫ インターンシップ参加に当たって必要な語学力・スキル 

今回はオンライン実施だったので、話す機会は少なかったです。考えていることを英語で書く力とパ

ワーポイントでスライドを作る少しのスキルがあればスムーズに業務に臨めると思います。 

 

⚫ この経験を今後どう活かしていくか 

海外で働く雰囲気が少しつかめて、語学力やコミュニケーション能力など自分に足りていないものが

分かってきました。就職に向けてこの自分に足りていなかったものをしっかり伸ばしていきたいと思い

ます。 

 

⚫ 後輩へのメッセージ 

とにかくまず挑戦してみることが大切だと思うので、迷ったらとにかく応募してみたほうがいいと思

います！ 

 

以上 

 


